
4月4日・11日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９

◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

 外　　　科

4月3日・4日・10日・11日

◆受付 　午後６時～９時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）4月前半4月前半 4月前半4月前半緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日

4

11

石岡市医師会病院　　（石岡市）　　 ☎22－4321

石岡市医師会病院　　（石岡市）　　 ☎22－4321
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▼
地
名
の
由
来

　

開
港
を
迎
え
た
茨
城
空
港
は
、

正
式
名
称
を
百
里
飛
行
場
と
言
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
飛
行
場
名
に

冠
さ
れ
て
い
る
「
百
里
」と
言
う
地

名
の
由
来
を
ご
存
じ
で
す
か
?

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
江
戸
時

代
の
村
の
大
き
さ
は
、
現
在
の

大お
お
あ
ざ字
に
ほ
ぼ
相
当
し
ま
す
。
江
戸

時
代
後
期
、
小
美
玉
市
の
区
域
に

は
、
五
〇
ほ
ど
の
村
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、明
治
、大
正
、昭
和
、

平
成
と
時
代
を
経
る
ご
と
に
合
併

を
繰
り
返
し
て
、
小
美
玉
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。
な
お
、市
内
に
は
、

「
百
里
」と
い
う
大
字
が
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
に
百
里
村
と
い
う

村
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
字

百
里
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
小
川

町
が
誕
生
し
た
際
に
設
定
さ
れ
た

新
し
い
大
字
で
、
旧
上
合
村
と
下

吉
影
村
の
一
部
に
当
た
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
古
文
書
や
絵
図
に

は
、
百
里
と
冠
さ
れ
た
街
道
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
も

の
で
は
、
三
六
〇
年
ほ
ど
前
の
慶

安
年
間
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）
に

小こ

み

や

ま

宮
山
楓ふ

う
け
ん軒
が
編へ

ん
さ
ん纂
し
た『
水す

い

ふ府

志し
り
ょ
う料
』
の
紅
葉
組
茂
木
村（
潮
来

市
）
の
項
に「
百
里
海
道
」
と
い
う

街
道
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。「
芹

「
百
里
」
の
う
つ
り
か
わ
り

沢
新
田
よ
り
茂
木
村
に
至
る
原
道
を

い
う
。
水
戸
よ
り
潮
来
迄
、
六
町
を

一
里
と
し
て
大
抵
百
里
程
有
故
に
名

づ
く
と
ぞ
」

　

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）の
須
田
家

に
残
さ
れ
て
い
る
水
戸
藩
潮
来
領
の

絵
図
に
は
、
潮
来
領
の
内
陸
部
か
ら

水
戸
城
下
に
延
び
る
街
道
に「
百
里

海
道
」と
の
記
載
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

「
百
里
」
の
里
は
、
昔
に
用
い
ら

れ
て
い
た
長
さ
の
単
位
で
、
一
般

的
に
通
用
し
て
い
る
の
は
、
一
里

＝
三
十
六
町
＝
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
が
、
一
里
を
六
町（
一
町
＝

一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
一

里
は
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

一
〇
〇
里
は
、
約
六
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
な
り
ま
す
。
実
は
、

前
に
述
べ
た
水
戸
城
下
か
ら
潮
来
領

ま
で
は
、
約
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
百

里
海
道
」の
由
来
は
、
「
水
戸
城
下
と

潮
来
領
を
結
ぶ
一
〇
〇
里
の
距
離
が

あ
る
街
道
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、「
百
里
」の
地
名
は
、
水
戸
藩

二
代
藩
主
徳
川
光
圀
公
が
、
下

し
も
う
さ
の
く
に

総
国

（
千
葉
県
）の
九
十
九
里
浜
に
対
抗
し

て
、
命
名
し
た
と
の
逸い

つ

わ話
も
残
っ
て

い
ま
す
。

▼
百
里
の
歴
史

　

「
百
里
海
道
」と
は
別
に「
百
里
原
」

と
い
う
地
名
も
あ
り
ま
す
。
「
百
里

原
」
と
は
古
く
は
、
旧
東
茨
城
郡
〜

旧
行
方
郡
〜
旧
鹿
島
郡
に
お
よ
ぶ
広

い
原
野
の
こ
と
を
指
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
範
囲
が
狭
ま
り
、
百
里
基

地
周
辺
の
原
野
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
ま
た
、
「
百
里
原
」
を
縦
断
す
る

よ
う
に
、
「
百
里
海
道
」
が
通
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
水
戸
藩
南
領

の
郡

こ
お
り

奉ぶ
ぎ
ょ
う行
と
し
て
着
任
し
た
小
宮

山
楓
軒
は
、
こ
の
原
野
に
ナ
ラ
や

ク
ヌ
ギ
の
植
林
を
始
め
て
、
藩
有

林
の
御お

た

て

や

ま

立
山
と
し
て
保
護
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
の
世
に
な
り
、

廃は
い
は
ん
ち
け
ん

藩
置
県
で
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
植
林
さ
れ
た
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
は
伐
採
さ
れ
て
、
薪ま

き

や
炭
な
ど
に

姿
を
変
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正

末
期
ま
で
小
川
河
岸
な
ど
に
積
み
出

さ
れ
、
船
で
大
消
費
地
で
あ
る
東
京

へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
証
明

す
る
よ
う
に
、
茨
城
空
港
整
備
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
で
は
、

多
く
の
炭
焼
き
窯
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
十
三
年
、
「
百
里
原
」（
茨
城

〜
御お

た

て

や

ま

立
山
か
ら
茨
城
空
港
へ
〜

空
港
の
北
側
）
に
筑
波
海
軍
航
空
隊

の
補
助
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
て
、
同

年
十
二
月
十
五
日
、
百
里
原
分
遣
隊

が
開
隊
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

独
立
航
空
隊
の
百
里
原
海
軍
飛
行
隊

と
な
り
ま
す
。太
平
洋
戦
争
後
に
は
、

大
部
分
が
再
び
払
い
下
げ
て
、
開
拓

さ
れ
て
農
地
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
も
、
行
政
区
「
百
里
開
拓
」
の
地
名

と
し
て
、
そ
の
名
残
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
、
防
衛
庁
が
百
里

基
地
建
設
計
画
を
発
表
し
た
と
こ

ろ
、
当
時
の
小
川
町
を
二
分
す
る
よ

う
に
、
基
地
誘
致
派
と
反
対
派
が
運

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
四
〇
年
、
主
滑
走
路
が
完
成
し
、

昭
和
四
十
一
年
七
月
、
航
空
自
衛
隊

百
里
基
地
は
正
式
に
発
足
し
ま
し

た
。

　

平
成
五
年
六
月
、
小
川
町
は「
百

里
基
地
民
間
共
用
化
を
軸
と
し
た
小

川
町
の
活
性
化
推
進
に
関
す
る
要
望

書
」
を
茨
城
県
に
提
出
し
、
平
成
七

年
、
茨
城
県
は
「
百
里
飛
行
場
民
間

共
用
化
構
想
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
、
百
里
飛
行

場
の
民
間
共
用
化
の
た
め
の
事
業
費

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

空
港
整
備
事
業
は
順
調
に
進
み
、
平

成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
、
「
百
里
」

か
ら
世
界
に
向
け
て
旅
客
機
が
テ
イ

ク
オ
フ
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
「
百
里
」の
地

は
、
国
（
藩
）
有
化
と
民
間
払
い
下
げ

を
繰
り
返
し
た
大
規
模
開
発
の
歴

史
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
次
回
の
掲
載
は
５
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６
―
９
１
１
１
】

小川河岸に何段にも積み重ねられた薪（小川町史より転載）

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
⑪


